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香
川 

浄
心
寺
の
『
題
目
塔
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
子 

栄
司  

は
じ
め
に 

 

平
成
十
四
年
四
月
、
芹
沢
地
区
に
お
け
る
数
回
目
の

定
例
の
石
仏
調
査
が
あ
っ
た
。
蓮
妙
寺
西
側
参
道
の
四

辻
に
「
ひ
げ
題
目
塔
」
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石

塔
を
調
査
し
て
い
る
中
で
、
「
法
」
の
文
字
だ
け
ひ
げ

が
か
っ
た
り
、
題
目
の
下
方
に
刻
ま
れ
た
「
在
御
判
」

の
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
り
と
、
い
く
つ
か
の

疑
問
が
出
て
き
た
。 

 

詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
『
石
仏
事
典
』
に
よ
る
と

日
蓮
宗
の
題
目
塔
に
は
三
つ
の
形
式
が
あ
る
。
香
川
の

浄
心
寺
に
こ
の
三
形
式
の
う
ち
の
二
つ
、
さ
ら
に
小
出

県
道
に
近
い
赤
羽
根
に
は
、
残
る
も
う
一
つ
の
形
式
の

石
塔
が
あ
る
。
近
接
す
る
地
域
に
日
蓮
宗
題
目
塔
の
三 

第 8 号 

 

 

 

 
石 
仏 

調 

査 

ニ 

ュ 

ー 

ス 
ち
が
さ
き
の
石
仏 
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形
式
が
揃
っ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。 

香
川
に
あ
る
浄
心
寺
は
、
新
編
相
模
国
風
土
記
稿(

注

１)

に
『
浄
心
庵 

日
蓮
の
像
を
安
ず
、
高
田
村
本
在
寺

持
』
と
あ
る
。
明
治
十
二
年
皇
国
地
誌(

注
２)

に
は
、

『
浄
心
庵
境
内
東
西
十
間
（
十
八
ｍ
）
南
北
六
間
（
十
・

八
ｍ
）
面
積
六
十
坪
（
百
九
十
八
㎡
）
、 

本
村
の
西
字
中
通
り
に
あ
り
本
郡
高 

田
村
日
蓮
宗
本
在
寺
の
末
派
に
属
す 

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
年
） 

僧
日 

教
之
を
開
基
創
建
す
』
と
あ
る
。
ま 

た
七
面
山
浄
心
庵
が
熊
沢
山
浄
心
寺 

と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
三
年 

（
一
九
四
八
年
）
か
ら
で
あ
る
。 

（
注
３
） 

浄
心
寺
は
、
Ｊ
Ｒ
相
模
線
香
川
駅 

の
北
北
西
百
五
十
ｍ
に
位
置
し
て
い 

る
。
門
柱
に
向
か
っ
て
、
左
手
前
に 

「
開
運
七
面
大
明
神
」
と
陰
刻
し
た
文
字
に
、
赤
い
色

を
入
れ
た
円
柱
が
あ
る
。
か
つ
て
本
堂
南
隣
の
辺
り
が

小
山
に
な
っ
て
い
て
、
七
面
山
の
神
が
祀
っ
て
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
小
山
は
削
ら
れ
、
平
地
に
な
っ

た
跡
地
に
石
の
小
祠
が
あ
る
。
そ
の
小
祠
の
手
前
に
、

門
柱
状
に
立
て
ら
れ
た
二
本
の
石
は
、
七
面
大
明
神
の

鳥
居
の
一
部
と
い
う
。
前
述
し
た
七
面
大
明
神
の
円
柱

も
、
そ
の
鳥
居
の
柱
と
思
わ
れ
る
。 

 

七
面
山
は
、
身
延
山
に
つ
づ
く
山
岳
信
仰
の
霊
場
で
、

日
蓮
上
人
が
イ
ン
ド
霊
鷲
山
に
な
ぞ
ら
え
た
山
で
あ

る
。
七
面
大
明
神
は
法
華
経
の
守
護
神
で
あ
る
。（
注
４
） 

              

（図 1）
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さ
て
首
題
の
題
目
塔
は
、
門
柱
に
向
か
っ
て
右
側
手

前
に
あ
る
「
ひ
げ
題
目
塔
」
で
は
な
く
、
門
を
入
っ
た

す
ぐ
左
側
の
塔
で
あ
る
。
三
本
の
石
塔
が
並
立
し
て
い

て
、
中
央
の
石
塔
が
少
し
前
に
出
て
い
る
。
日
蓮
上
人

六
百
年
遠
忌
報
恩
塔
（
図
１
）
で
あ
る
。 

 

中
央
石
柱
の
正
面
に
は
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
、
左

側
面
は
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」
、
右
側
面
は
「
南
無
多

寳
如
来
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
次
に
記
す
と
お

り
、
三
尊
形
式
の
題
目
塔
で
あ
る
。 

 

『
石
仏
事
典
』
で
は
、
日
蓮
宗
の
題
目
塔
の
三
様
式

と
し
て
、 

①
一
辺
首
題
と
い
い
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
み
を

表
す
も
の
。 

②
三
尊
形
式
の
も
の
。
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
を
首
尊

と
し
て
、
左
に
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」
、
右
に
「
南
無

多
寳
如
来
」
と
刻
む
も
の
。 

③
題
目
を
中
心
に
し
て
、
十
界
曼
茶
羅
形
式
の
も
の
。

と
し
て
い
る
。 

 

中
央
に
「
題
目
」
を
大
書
し
て
、
周
囲
に
釈
迦
牟
尼

仏
・
多
寳
如
来
・
上
行
・
文
珠
・
弥
勒
・
天
台
大
師
（
智

顗(

ち
ぎ)

）・
伝
教
大
師
（
最
澄
）
を
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
（
智
顗
・
最
澄
に
関
し
て
は
筆
者
追
記
） 

 

一
般
的
に
、
ひ
げ
題
目
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
辺
首
題

が
初
め
で
、
つ
い
で
三
尊
形
式
が
生
ま
れ
、
曼
茶
羅
に

発
展
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
曼
茶
羅
は
、
題
目
を

開
眼
し
た
十
八
年
後
の
文
永
八
年
（
一
二
七
一
年
）
に
、

日
蓮
上
人
が
自
ら
筆
を
と
っ
て
表
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
。 

 

①
形
式
の
塔
は
、
浄
心
寺
の
門
柱
に
向
か
っ
て
右
側

手
前
に
あ
る
。
蓮
妙
寺
参
道
の
ひ
げ
題
目
塔
と
「
題
目
、

在
御
判
」
の
銘
文
が
同
じ
で
あ
る
。 

 

「
在
御
判(

ざ
い
ご
は
ん)

」
の
「
判(

は
ん)

」
に
は
「
花

押(

か
お
う)

」
の
意
味
が
あ
る
。
花
押
は
、
押
字
（
お

う
じ
）
花
書
（
か
し
ょ
）
あ
る
い
は
草
名
（
そ
う
な
）

二
合
（
に
ご
う
）
そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
別
名
が
あ
る

が
、
お
お
く
は
書
判
（
か
き
は
ん
）
と
い
っ
た
。
ま
た

居
判
／
据
判
（
す
え
は
ん
）
・
半
形
（
は
ん
ぎ
ょ
う
）

と
も
い
い
、
古
く
は
単
に
「
判
」
と
い
っ
た
。
ま
た
祖

師
日
蓮
の
花
押
は
梵
字
の
「
鑁(

ば
ん)

」
字
、
あ
る
い

は
「
ボ
ロ
ン
」
字
か
ら
き
て
い
る
。
（
注
６
） 

 

「
法
」
以
外
の
六
文
字
の
筆
端
が
、
ひ
げ
の
よ
う
に

四
方
に
は
ね
て
い
る
の
は
、
「
法
」
の
光
に
照
ら
さ
れ

て
、
万
物
が
真
理
を
体
得
し
て
活
動
す
る
さ
ま
を
表
し

た
も
の
と
い
う
。
こ
の
書
体
を
日
蓮
上
人
の
化
身
（
神
）

と
し
て
、
書
体
を
忠
実
に
模
す
こ
と
が
、
信
仰
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
書
体
が
似
る
ほ
ど
そ
れ
だ
け
祖
意
に

近
づ
く
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
（
注
３
） 

 

三
本
並
立
石
塔
の
右
隣
に
「
三
橋
勘
重
郎
供
養
碑
」

が
あ
り
、
そ
の
隣
に
あ
る
石
碑
の
ひ
げ
題
目
の
下
に

「
日
蓮
在
御
判
」
と
彫
っ
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
蓮

花
押
を
「
在
御
判
」
、
あ
る
い
は
「
日
蓮 

在
御
判
」

と
表
し
て
い
る
。 

 

前
述
の
三
本
並
立
石
塔
が
、
三
尊
を
そ
な
え
て
お
り

②
形
式
の
も
の
と
い
え
る
。
正
面
に
「
南
無
妙
法
蓮
華

経
日
蓮
大
菩
薩
」
、
左
側
面
に
「
釈
迦
牟
尼
仏
」
、
右
側

面
に
は
「
多
寳
如
来
」
と
三
尊
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

浄
心
寺
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
①
と
②
の
形
式
を
そ

な
え
た
題
目
塔
が
あ
る
。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図２）
（図３） 
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『
日
本
石
仏
事
典
』
に
は
、
③
の
曼
茶
羅
形
式
の
一

形
式
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
前
頁
（
図
２
、

３
）
の
よ
う
な
石
塔
が
あ
る
。 

こ
の
形
式
に
酷
似
し
た
も
の
が
赤
羽
根
一
一
二
番

地
の
路
傍
に
あ
る
。
（
図
４
―
１
、
２
参
照
） 

 

  

 

お
題
目
の
下
に
、
続
け
て
馬
頭
観
音
と
彫
ら
れ
て
い

る
。
馬
頭
観
音
を
祀
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
四
隅
に

四
天
王
が
配
さ
れ
曼
茶
羅
を
形
成
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
飼
馬
の
頓
証
菩
薩
の
た
め
、
四
海
平
穏
を
四

天
王
に
願
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

近
年
、
こ
の
周
辺
の
宅
地
が
整
理
さ
れ
、
建
物
も
建

て
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
石
仏
も
、
ほ
ぼ
従
前
の
位

置
で
は
あ
る
が
、
新
た
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
ら
れ
た

所
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
石
仏
の
す
ぐ
後
ろ
に
並
べ
て
、
碑
文
が
全
く
同

じ
で
、
造
立
年
月
も
同
じ
、
石
仏
形
態
も
酷
似
し
た
真

新
し
い
石
仏
が
あ
る
。
異
な
る
点
は
、
題
目
が
ひ
げ
題

目
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

な
お
、
前
述
し
た
浄
心
寺
の
三
尊
形
式
の
石
柱
の
裏

面
に
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
図
５
―
１
，
２
）
。
く
ず

し
字
で
彫
ら
れ
て
い
る
た
め
、
読
み
下
し
に
苦
労
し
た
。 

 

 

 

図
５
―
１
を
読
む
と
、
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

日 

と 

月 

も 
 
 
 

事 

無 

久 
 
 

寿 

喜 

天 
 
 
 

星 

介
（
个
） 

霄 

  

「
霄
」
は
「
よ
い
」
と
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
今
回
、
「
霄
」
の
く
ず
し
字
と
再
確
認

で
き
た
。
『
新
明
快
漢
和
辞
典
』
に
は
、
『
「
霄
」
は
①

ソ
ラ
、
空
・
天
上
②
天
上
界
の
電
気
③
＝
宵
・
ヨ
ル
→

夜
④
消
・
消
え
る
』
と
あ
る
。
肖
が
音
で
あ
る
た
め
、

「
よ
い
」
と
読
ん
で
間
違
い
で
は
な
い
が
、
「
星
が
そ

ら
」
と
読
む
と
考
え
る
。 

 

日
蓮
宗
で
は
、
最
高
神
は
如
来
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
が

釈
迦
、
す
な
わ
ち
日
天
子
（
太
陽
神
）
で
あ
る
。
上
行

（
浄
行
）
菩
薩
は
月
天
子
（
月
神
）
で
法
華
経
を
広
め

（図４-２） 

（図５ー２） 

（図４-１）

（図５ー１） 
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た
日
蓮
上
人
を
神
格
化
し
た
神
で
あ
り
、
如
来
の
両
目

に
た
と
え
て
い
る
。
三
尊
形
式
の
石
柱
の
裏
面
に
刻
ま

れ
て
い
る
「
日
と
月
」
は
、
こ
れ
に
由
来
す
る
も
の
と

も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
日
蓮
宗
で
は
妙
見
菩
薩
（
北

辰
菩
薩
）
を
信
仰
す
る
。
妙
見
菩
薩
は
北
斗
七
星
を
神

格
化
し
た
も
の
で
、
国
土
を
守
護
し
、
人
に
幸
せ
を
も

た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
過
な
く
過
せ
た
幸
せ

は
、
お
釈
迦
様
、
お
祖
師
様
、
妙
見
様
の
御
加
護
と
い

う
心
情
を
詠
ん
だ
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

ち
な
み
に
、
日
蓮
法
難
霊
跡
寺
・
片
瀬
竜
口
寺
で
は

『
星
ま
つ
り
』
と
い
う
祈
祷
会
が
、
毎
年
冬
至
の
日
に

行
わ
れ
て
い
る
。
自
分
を
護
っ
て
く
れ
る
星
に
除
災
招

福
を
祈
祷
し
て
も
ら
う
も
の
と
い
う
。
四
月
か
ら
六
月

の
場
合
、
各
十
九
日
に
七
面
堂
例
祭
が
、
二
十
五
日
に

は
妙
見
堂
例
祭
が
定
例
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
句
の
下
に
浄
心
庵
を
開
基
創
建
し
た
日
教
の

名
が
あ
る
。
「
寛
永
三
（
一
六
二
六
年
）
丙
寅
、
七
月

十
三
日
」
と
あ
り
、
年
号
と
月
日
の
間
に
「
初
祖
浄
心

院
日
教
聖
人
」
と
あ
る
。 

 

〈
参
考
資
料
〉 

新
編
相
模
国
風
土
記
稿
（
注
１
） 

明
治
十
二
年
皇
国
地
誌
村
誌
（
注
２
） 

日
本
石
仏
事
典
、
雄
山
閣
、
一
九
七
五
（
注
３
） 

日
本
宗
教
事
典
、
講
談
社
学
術
文
庫
（
注
４
） 

ふ
る
さ
と
の
寺
と
仏
像 

茅
ヶ
崎
郷
土
会
（
注
５
） 

古
文
書
学 

慶
応
通
信
（
注
６
） 

新
明
解
漢
和
字
典
、
三
省
堂
、
一
九
九
一
（
注
７
） 

  

柳
島 

善
福
寺
の
六
地
蔵 

金
子 

栄
司  

 

柳
島
善
福
寺
の
六
地
蔵
に
つ
い
て
、
『
茅
ヶ
崎
市
史

３
民
俗
・
考
古
編
』
（
一
九
八
０
年
）
の
四
百
七
ペ
ー

ジ
に
載
っ
て
い
る
。
ま
た
『
文
化
資
料
館
調
査
研
究
報

告
１
』
（
一
九
九
三
年
）
に
塩
原
富
男
氏
の
調
査
結
果

が
あ
り
、
さ
ら
に
『
文
化
資
料
館
調
査
研
究
報
告
９
』

で
、
文
化
資
料
館
と
活
動
す
る
会
が
平
成
十
二
年
（
二

０
０
０
年
）
に
鶴
嶺
地
区
の
石
仏
調
査
報
告
の
中
に
も

記
録
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
書
に
は
、「
享
保
元
年
」

と
「
享
和
元
年
」
の
二
つ
造
立
年
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

平
成
十
六
年
（
二
０
０
四
年
）
十
二
月
、
善
福
寺
境

内
の
石
仏
を
追
加
確
認
調
査
し
た
結
果
、
造
立
年
は
下

の
図
６
の
通
り
で
あ
っ
た
。 

⑤
、
⑥
の
像
の
納
衣
の
左
前
裾
辺
り
に
紀
年
銘
が
あ

り
、
「
享
保
元
申
十
二
月
□
日
」
と
読
め
る
。
②
③
像

の
左
前
裾
に
も
「
享
和
元
年
」
の
銘
が
あ
り
、
右
前
裾

に
月
日
銘
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
六
地
蔵
は
、
二
つ 

                   

の
年
代
銘
を
持
つ
像
で
六
体
を
構
成
し
て
い
る
。
年
号

が
享
保
と
享
和
、
字
面
は
似
て
い
る
た
め
間
違
え
や
す

い
。
何
ら
か
の
事
由
で
、
左
二
体
造
立
の
約
八
十
年
後

に
補
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

⑤
、
⑥
像
に
は
、
他
所
の
六
地
蔵
像
に
は
見
ら
れ
な

い
像
容
が
あ
り
、
銘
文
が
あ
る
。
先
の
報
告
書
で
触
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 16 年 12 月

実施調査 

六地蔵に向かって 

右から左に①②③④像 享和元年（1801）

□□月□日 

左端⑤⑥像      享保元申天（1716）

茅ヶ崎市史 3 

民俗・考古編 

享保元年（1716）

文化資料館 

調査研究報告 1 

享保元申十二月□日

文化資料館 

調査研究報告 9 

享和元年（1801）

（図６）
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な
か
っ
た
当
該
六
地
蔵
の
像
容
と
銘
文
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。 

 

像
容
と
銘
文
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
『
文
化
資
料

館
調
査
研
究
報
告
書
１
』
の
善
福
寺
六
地
蔵
に
関
し
て

は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

『
本
堂
の
右
、
裏
手
の
寺
墓
地
に
向
か
う
右
手
に
あ
る
。

昭
和
五
十
一
年
に
寄
進
さ
れ
た
立
派
な
基
壇
と
上
屋

の
収
ま
る
。
丸
堀
り
立
像
で
、
蓮
華
座
は
な
い
。
像
高

七
四
セ
ン
チ
、（
注
１
）
左
端
の
二
体
は
、
石
違
い
で
、

像
高
六
三
セ
ン
チ
と
低
い
。
右
か
ら
二
番
目
の
像
に

「
享
保
元
申
天
十

二
月 

日

」

の
銘
が

あ

る

が
、
・
・
・
・
・
・
中
略
・
・
・
・
・
・ 

持
物
と
印

相
は
、
右
か
ら
①
②
は
ハ
ッ
キ
リ
判
断
で
き
ず
、
③
両

手
で
幢
幡
（
ど
う
ば
ん
）
ら
し
い
も
の
を
持
つ
。
④
両

手
で
香
炉
ら
し
い
も
の
を
持
つ
。
（
注
２
）
⑤
⑥
は
合

掌
印
で
あ
る
。
全
体
に
風
化
が
目
立
つ
。
（
注
）
幢
幡

は
巧
徳
を
示
す
旗
。
』 

注
１
の
記
述
の
と
お
り
、
こ
の
二
体
は
や
や
黒
味
を

帯
び
た
硬
質
の
石
で
造
ら
れ
て
い
る
。
摩
滅
や
風
化
に

よ
る
剥
落
が
な
く
、
造
像
当
時
に
近
い
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

（
１
） 

⑤
⑥
像
は
僧
綱
衿
（
そ
う
ご
う
え
り
）
を
着

け
て
い
る
（
図
７
）
。 

 

大
変
珍
し
い
像
容
で
、
通
常
目
に
す
る
六
地
蔵
で
は

見
ら
れ
な
い
。
六
地
蔵
の
儀
軌
に
も
な
い
が
、
中
島
の

浄
林
寺
に
あ
る
四
体
の
丸
彫
地
蔵
菩
薩
は
、
全
て
僧
綱

衿
を
着
け
て
い
る
。
『
広
辞
苑
』
に
よ
る
と
、
僧
綱
衿

は
僧
綱
の
位
に
あ
る
僧
侶
が
着
け
る
こ
と
の
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
僧
綱
位
と
は
、
僧
正
・
僧
都
・
律
師
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
高
僧
と
言
わ
れ
る
僧
侶
の
こ
と
で
あ
る
。 

 （
２
） 
⑤
、
⑥
像
の
背
面
に
あ
る
銘
文
（
図
８
，
９
） 

 

    

 

     

銘
文
の
通
り
、
高
僧
の
像
容
で
、
菩
提
の
た
め
に
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
六
地
蔵
の
一
般
的
な
姿
は
髪
を

残
さ
ず
剃
っ
た
円
頂
の
頭
で
、
衣
と
袈
裟
を
着
け
た
、

一
般
的
な
僧
侶
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
持
ち
物
と
印

相
は
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
り
。
多
種
多
様
で
あ
る
。 

   

（図７） （図８） 

（図９） 

（⑤像の銘文） 
為 

（⑥像の銘文） 
為 

法法法 □ 妙 
名名名 □ 法 
菩 菩 
提 提 
之 之 
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（
３
）
⑤
、
⑥
像
の
合
掌
印 

注
２
で
「
⑤
⑥
は
合
掌
印
で
あ
る
。
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
六
地
蔵
の
中
で
合
掌
し
て
い
る
像
は
、
『
地
蔵

十
輪
経
』
や
『
仏
像
図
絵
』
で
は
畜
生
・
修
羅
界
を
受

け
持
つ
地
蔵
に
見
ら
れ
る
。 

 

六
地
蔵
の
一
般
的
な
配
列
で
は
、
向
か
っ
て
右
か
ら

左
に
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
道
・
天
道
界
の

順
に
配
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
合
掌
印
は
③
、
④
の

位
置
に
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
各
所
で
見
ら

れ
る
六
地
蔵
に
は
配
列
が
逆
の
も
の
や
、
同
じ
像
容
の

も
の
を
六
体
並
べ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
六
地
蔵
の
形

像
に
関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
異
説
が
存
在
す
る
と
い

う
。
規
定
さ
れ
た
儀
軌
ど
お
り
の
も
の
は
極
め
て
少
な

く
、
こ
の
こ
と
の
み
で
合
掌
像
の
配
置
の
不
自
然
さ
や

特
異
さ
を
云
々
で
き
な
い
が
記
述
し
て
お
く
。 

 
 

 

 

 

（図１０） 

と
こ
ろ
で
、
⑤
像
は
合
掌
印
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

合
わ
せ
た
掌
の
中
に
ス
ッ
ポ
リ
包
み
込
ま
れ
る
よ
う

に
、
真
ん
中
に
筋
が
あ
る
手
の
ひ
ら
大
で
偏
平
な
椀
形

の
も
の
を
持
っ
て
い
る
（
図
⒑
）
。
六
地
蔵
の
持
物
に

つ
い
て
記
載
し
た
、
い
く
つ
か
の
資
料
か
ら
は
わ
か
ら

な
か
っ
た
た
め
、
更
に
調
査
し
た
い
。 

以
上
の
よ
う
に
、
大
変
興
味
の
あ
る
像
容
と
銘
文
を

も
っ
た
六
地
蔵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

〈
参
考
文
献
〉 

茅
ヶ
崎
市
史
３
民
俗
・
考
古
編
、
茅
ヶ
崎
市
、
一
九
八

０ 茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
調
査
研
究
報
告
書
１
、
茅
ヶ
崎

市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三 

茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
調
査
研
究
報
告
書
９
、
茅
ヶ
崎

市
教
育
委
員
会
、
二
０
０
一 

新
編 

仏
像
図
鑑 

下 

国
訳
秘
密
儀
軌
編
纂
局
編
、 

（
株
）
国
書
刊
行
、 

地
蔵
菩
薩
、
望
月
信
生 

（
株
）
学
生
社 

広
辞
苑 

第
四
版
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一 

茅
ヶ
崎
地
誌
集
成
、
茅
ヶ
崎
市
史
資
料
集 

   

一
白
浄
心
信
士
の
墓
碑 

金
子 

栄
司  

 

善
福
寺
の
墓
地
の
藤
間
家
墓
域
に
、
柳
島
墾
闢
の
民

と
書
か
れ
た
「
一
白
浄
心
」
の
墓
標
が
あ
る
。
新
編
相

模
国
風
土
記
稿
（
以
下
新
編
風
土
記
）
の
柳
島
の
条
に
、

「
境
内
に
古
碑
二
十
基
許
建
り
皆
壊
損
す
、
里
正
善
左

衛
門
が
祖
先
の
碑
な
り
と
云
ふ 

先
祖
は
藤
間
徳
右

衛
門
と
云
う
・
・
・
中
略
・
・
・
先
祖
の
法
石
に
一
白

浄
心
と
号
す
も
の
あ
り
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
年
）

八
月
十
二
日
死
す
、
是
当
村
墾
闢
の
民
に
や
、
」
と
あ

る
。 

 

こ
の
墓
石
は
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
。
笠
塔
婆
形
の

墓
石
の
碑
文
は
、
正
面
に
梵
字
『
ア
』
に
続
け
て
「
一

白
浄
心
信
士
」
、
向
か
っ
て
右
の
面
に
「
文
正
元
（
一

四
六
六
年
）
戌
八
月
十
二
日
、
左
面
に
は
文
化
十
一
年

申
戌
年
再
建
之
」
、
そ
し
て
年
号
に
並
べ
て
「
藤
間
善

左
衛
門
」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

墓
石
右
面
の
紀
年
銘
は
、
新
編
相
模
国
風
土
記
稿

（
以
下
、
風
土
記
）
の
年
号
と
異
な
る
が
、
一
白
浄
心

の
死
ん
だ
月
と
日
が
同
じ
な
の
で
、
命
日
を
刻
ん
だ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

風
土
記
は
、
天
保
元
年
（
一
八
三
０
年
）
に
編
纂
が

開
始
さ
れ
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
年
）
に
完
成
し
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て
い
る
。
善
左
衛
門
が
墓
碑
を
再
建
し
た
の
が
文
化
十

一
年
（
一
八
一
四
年
）
で
あ
り
、
新
編
風
土
記
の
編
纂

開
始
前
に
再
建
し
て
い
る
の
で
、
一
白
浄
心
の
命
日
は

書
き
間
違
え
た
（
も
し
く
は
写
し
間
違
え
た
）
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

『
柳
島
う
つ
り
か
わ
り
』
の
二
十
四
ペ
ー
ジ
に
、
藤

間
家
歴
代
の
戒
名
が
載
っ
て
い
る
。
初
代
は
没
年
が
文

正
元
年
で
、
戒
名
は
一
白
浄
心
信
士
、
俗
名
は
右
馬
之

助
で
あ
る
。
そ
し
て
没
年
が
天
正
元
年
に
該
当
す
る
の

は
、
二
代
の
右
馬
之
助
（
俗
名
）
で
、
戒
名
は
法
密
宗

三
信
士
で
あ
る
。 

 

〈
参
考
文
献
〉 

新
編
相
模
国
風
土
記
稿 

柳
島
う
つ
り
か
わ
り
、
柳
島
自
治
会
・
五
三
会
、
一
九

九
０ 

 

「
霛
」
と
い
う
字 

樋
田 

豊
宏  

 

「
霛
」
と
い
う
字
の
起
源
を
調
べ
る
と
、
「
霊
」
と

い
う
字
の
旧
字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
で
に
「
霊
」

が
普
及
し
て
い
る
の
で
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
「
靈
」
と
い
う
字
も
同
様
で
あ
る
。 

 

去
年
、
秩
父
観
音
札
所
を
一
巡
し
た
際
に
、
あ
る
札

所
で
、
「
霛
」
が
使
わ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
こ

の
不
思
議
な
文
字
に
つ
い
て
そ
の
後
調
べ
た
結
果
、

（
１
）
～
（
３
）
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。 

（
１
） 

茅
ヶ
崎
市
柳
島
の
藤
間
柳
庵
氏
の
観
音
丸
が

描
か
れ
た
掛
軸 

次
の
三
つ
の
も
の
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
使
わ
れ
て
い
た
。 

住
吉
大
明
神 

船
霛
道
祖
神 

八
体
大
龍
王 

藤
間
柳
庵
は
が
江
戸
時
代
末
期
ま
で
存
命
だ
っ
た

の
で
、
こ
の
掛
軸
も
そ
の
頃
の
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。 

 （
２
） 

横
浜
市
泉
区
御
霊
神
社
の
棟
札 

横
浜
市
泉
区
御
霊
神
社
の
棟
札
で
、
領
主
地
頭
で
あ

っ
た
石
巻
七
郎
左
エ
門
康
久
が
、
こ
の
社
殿
の
再
建
の

際
に
、
棟
札
に
書
い
た
も
の
に
「
霛
」
が
あ
っ
た
。 

 

享
保
十
一
丙
午
年 

敬 
 
 
 
 

総
氏
子
中 

御
霛
大
権
現
宮 

守
護 

 
 

奉
建
立
御
霛
大
権
現 

十
二
月
吉
日 

 
 
 

白 
 
 
 

別
当 

 

院 

（
『
い
ず
み
の
今
昔
』
よ
り
） 

 

（
３
） 

日
蓮
宗
本
覚
寺
（
静
岡
県
三
島
市
幸
町
） 

本
覚
寺
の
石
塔
に
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
た
。 

  
 
 

延
宝
四
丙
辰
年 

妙
法
・
蓮
智
院
春
證
霛 

 
 

九
月
上
旬
十
日 

 

「
九
月
上
旬
十
日
」
と
は
九
月
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。 

ち
な
み
に
「
九
月
中
旬
十
日
」
で
あ
れ
ば
、
九
月
二
十

日
と
な
る
。 

 

さ
ら
に
そ
の
西
に
あ
っ
た
、
磯
部
家
で
「

」
の

字
を
二
つ
見
つ
け
た
。
石
工
か
、
上
人
が
弓
を
三
つ
書

か
か
ず
に
、
弓
は
真
中
に
だ
け
書
き
、
左
右
「
弓
」
の

字
を
略
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
同
寺
に
多
く
あ
っ
た
無
縁
塔
の
中
に
八
つ
見

つ
け
た
。
確
認
で
き
た
の
は
次
に
記
述
す
る
も
の
だ
け

で
、
無
縁
等
の
一
部
で
、
他
に
も
ま
だ
あ
る
か
と
思
わ

れ
る
。 

 
•  

妙
法
・
理
性
院
妙
浄
日
修 

霛 
•  

琤
光
信
士 

 
 
 
 
 
 

霛 

妙
性
信
女 

•  
    

 

母
妙
…
… 

 
 
 
 
 
 

 

姉
…
…
男
信
女      霛

妙
法
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•  
 
 
 

安
永
七
戊
歳 

 
 
 

 

妙
法 

妙
偲 

霛 
 
 

         

十
二
月
十
七
日 

•  
妙
法 

浄
貞 

霛 
 •  

 
 
 

行
内 

 
 
 

妙
行 

ま
た
以
上
の
発
見
の
あ
と
、
再
び
「
霛
」
の
字
を
探

し
て
秩
父
札
所
一
巡
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
二

番
目
に
訪
れ
た
、
十
二
番
野
坂
寺
で
「
霛
」
の
字
が
あ

っ
た
。
鬼
の
門
の
左
手
に
、
大
き
な
石
碑
が
あ
り
、
碑

に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
た
。 

 
 
 

霛
所
十
二
番
仏
道
野
坂
寺 

 

と
あ
り
、
裏
面
に
は
、 

 

大
正
七
戊
午
年 

施
主
石
工
関
根
茂
作 

 

と
、
太
字
で
刻
ま
れ
て
あ
っ
た
。 

 

現
在
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、
以
上
で
あ
る
。 

 

「
霛
」
の
字
に
関
し
て
は
、
字
が
刻
ま
れ
た
年
代
の

古
さ
よ
り
も
、
こ
れ
を
書
い
た
人
の
ほ
う
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
書
い
た
人
は
、
こ
の
字
の
意
味
を
良
く

知
っ
て
お
り
、
学
の
あ
る
人
と
考
え
る
。
こ
の
文
字
は

仏
教
の
寺
院
ば
か
り
な
く
神
道
の
神
社
に
も
使
用
さ

れ
て
い
る
。 

 

ま
た
三
島
市
の
本
覚
寺
の
石
塔
に
関
し
て
は
、
無
縁

塔
群
に
八
ツ
も
あ
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。
寺
で
代
々
と

こ
の
意
味
を
知
っ
て
い
て
が
故
に
、
刻
む
こ
と
が
で
き

た
と
推
察
す
る
。 

 

以
上
で
あ
る
が
、
他
に
も
使
わ
れ
て
い
る
場
所
を
ご

存
知
の
方
が
い
ま
し
た
ら
、
教
え
て
頂
き
た
い
と
思
う
。 

  

「

」
の
字
に
つ
い
て 

樋
田
豊
宏 

  
平
成
十
六
年
十
一
月
十
七
日
に
、
茅
ヶ
崎
市
郷
土
会

で
海
老
名
市
中
新
田
の
史
跡
め
ぐ
り
を
し
た
際
に

「

」
の
字
を
発
見
し
た
。 

 

海
老
名
市
の
海
源
寺
は
、
日
蓮
宗
の
寺
で
有
名
な
大

島
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
そ
の
墓
石
の
一
番
東
側
に

「

」
の
字
が
あ
っ
た
。
「

」
の
字
は
、
「
霛
」

の
字
の
略
字
と
思
わ
れ
、
三
島
市
本
覚
寺
の
二
例
と
共

に
三
例
目
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
寺
の
墓
石
群
に
は
、
ほ
か
に
も
珍
し
い
も
の
が

多
く
あ
っ
た
。
十
基
以
上
あ
る
今
福
氏
の
戒
名
の
墓
石

の
一
つ
に
、
「

福
氏
」
と
あ
っ
た
。
鏡
文
字
の
様
で

あ
る
が
、
左
右
が
逆
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
今
」
だ
け

で
、「
福
」
は
正
常
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
現
世
（
今
）

だ
け
で
な
く
、
未
来
ま
で
幸
せ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
込
め
た
珍
し
い
字
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
碑
文
の
中
に
院
殿
大
居
士
の
戒
名
が
二

つ
あ
っ
た
。
一
般
家
庭
で
は
院
殿
（
注
武
家
時
代
、
将

軍
や
大
名
の
戒
名
に
付
け
た
尊
号
の
こ
と
）
は
用
い
ら

な
い
の
で
、
か
つ
て
武
家
の
血
筋
の
者
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。 

 

な
ぜ
な
ら
院
殿
は
、
戸
塚
舞
岡
の
近
藤
氏
の
墓
塔
に

も
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
舞
岡
の
近
藤
氏

は
茅
ヶ
崎
の
赤
羽
根
神
明
社
の
棟
札
に
、
「
蜂
屋
氏
」

の
名
と
「
代
官
近
藤
氏
」
の
名
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

近
藤
氏
は
現
在
も
舞
岡
に
一
戸
し
か
な
い
と
い
う
。 

近
藤
氏
は
三
河
か
ら
蜂
屋
の
代
官
と
し
て
舞
岡
に

来
て
、
今
も
そ
こ
に
居
付
い
て
い
る
こ
の
近
藤
氏
の
菩

提
寺
舞
岡
の
長
福
寺
に
院
殿
名
が
あ
る
。
こ
の
近
藤
氏

の
屋
敷
の
裏
山
に
古
い
墓
塔
が
あ
り
蜂
屋
七
安
衛
氏

百
年
に
そ
の
経
緯
が
書
か
れ
て
お
り
、
新
編
相
模
国
風

土
記
に
も
そ
の
原
文
が
載
っ
て
い
る
。 

 

更
に
今
福
氏
の
墓
の
一
画
に
、
相
模
川
以
東
で
は
珍

し
い
圭
頭
板
碑
も
一
つ
あ
っ
た
。
川
西
に
は
処
々
に
あ

る
が
東
側
で
は
数
が
少
な
い
。
獺
郷
の
常
久
庵
に
も
一

つ
あ
っ
た
と
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
故
山
口
全
次
氏

が
詳
し
く
調
べ
て
い
る
。 

霛 

妙
法 
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「
二
二
年
」
と
「

」
に
つ
い
て 樋

田
豊
宏 

 

厚
木
市
温
水
（
ぬ
る
み
ず
）
の
春
日
神
社
の
石
灯
篭

に
、
「
二
二
年
」
の
文
字
が
あ
っ
た
。
こ
の
石
灯
篭
は

鎌
倉
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
で
市
指
定
に
な
っ
て
い

る
。
茅
ヶ
崎
で
は
本
村
の
海
前
寺
に
嘉
元
二
二
年
（
一

三
０
六
年
）
の
板
碑
が
あ
る
。 

 

「
二
二
年
」
は
四
年
の
こ
と
あ
る
が
、
「
四
年
」
は

「
死
年
」
に
通
じ
縁
起
が
悪
く
、「
二
年
二
年
」
で
「
四

年
」
と
す
れ
ば
、
「
死
年
」
と
は
な
ら
な
い
縁
起
を
か

つ
い
で
造
ら
れ
た
和
制
漢
字
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ

は
御
堂
山
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
付
近
に
鎌
倉
時
代
に
も
人
が
暮
ら
し
て
い
た

足
跡
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
厚
木
の
同
社
に
は
日
露
戦
争
記
念
の
碑
が
あ

り
、
そ
れ
に
は
「
明
治
弐
拾
七
八
年
」
と
あ
っ
た
。「

」

は
「
弐
」
で
は
な
く
、
「
三
」
を
意
味
す
る
。
こ
れ
と

同
じ
字
が
、
木
曽
谷
の
定
勝
寺
の
山
門
の
左
側
に
あ
る

庚
申
塔
に
も
「

年
」
と
あ
っ
た
。 

こ
の
庚
申
塔
は
笠
頭
の
角
柱
の
本
体
に
「
除

尸

（
以
下
略
）
」
と
あ
り
、
中
央
下
部
に
鶏
と
三
猿
が
浮

彫
さ
れ
て
い
る
（
図
⒒
参
照
）
。 

 

平
成
の
石
仏
に
想
う 

塩
原 

富
男  

 

民
俗
資
料
調
査
グ
ル
ー
プ
と
文
化
資
料
館
で
行
な

っ
て
い
る
、
地
域
の
石
仏
調
査
も
何
年
に
な
る
こ
と
か
、

ま
さ
に
継
続
は
力
な
り
で
、
市
域
一
巡
も
あ
と
僅
か
に

な
っ
た
。
当
初
か
ら
お
手
伝
い
を
し
て
き
た
一
人
と
し

て
、
も
う
ひ
と
踏
張
り
だ
と
過
ぎ
し
日
々
を
思
う
。 

 

「
温
故
知
新
」
、
よ
く
知
ら
れ
た
「
論
語
」
の
な
か

の
こ
と
ば
で
あ
る
。『
論
語
新
釈
』（
宇
野
哲
人
、
講
談

社
学
術
文
庫
）
に
よ
る
と
、 

「
子
曰 

温
故
而
知
新 

可
以
爲
師
矣
」
（
故
き
を
温

ね
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、
以
て
師
と
な
る
べ
し
）
と
あ

る
。 こ

れ
は
人
の
師
た
る
道
を
説
か
れ
た
も
の
で
、
た
だ

聞
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
だ
け
で
は
、
知
る
と
こ
ろ

に
限
り
が
あ
る
か
ら
人
の
師
と
な
っ
て
人
の
求
め
に

応
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

一
般
に
「
古
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を
知
る
」
と
理

解
さ
れ
て
い
る
こ
の
こ
と
ば
か
ら
、
「
新
し
き
を
み
て

古
き
を
お
も
う
」
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。 

 

石
仏
調
査
は
、
主
と
し
て
過
去
に
作
ら
れ
た
も
の
を

調
べ
て
、
新
し
い
時
代
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
一
面

が
あ
り
、
歴
史
的
・
民
俗
的
と
い
う
立
場
も
あ
れ
ば
、

庶
民
感
覚
で
対
応
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
と
、
私

は
勝
手
に
考
え
て
い
る
。 

 

最
近
は
、
世
の
中
が
豊
か
に
な
っ
た
の
か
、
人
々
の

信
仰
が
深
ま
っ
た
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
訪
ね

る
た
び
に
神
社
や
寺
の
伽
藍
や
境
内
の
整
備
が
よ
く

な
っ
て
い
る
こ
と
に
感
を
深
く
す
る
。
行
谷
の
宝
蔵
寺

も
そ
の
一
つ
で
、
先
日
調
査
に
訪
れ
た
。 

 

本
堂
の
左
横
に
並
ん
で
い
る
、
平
成
の
石
仏
に
お
目

に
か
か
っ
た
。
童
顔
で
ず
ん
ぐ
り
型
の
十
二
支
地
蔵
尊

が
あ
る
。
右
か
ら
左
へ
干
支
の
順
に
動
物
を
配
し
た
地

蔵
さ
ん
の
ポ
ー
ズ
と
表
情
が
な
か
な
か
い
い
。
私
の
干

支
は
戌
で
あ
る
た
め
、
お
姿
を
拝
借
し
て
年
賀
状
に
し

た
ら
ど
う
か
な
と
考
え
た
。
山
門
の
内
側
に
は
、
蓮
の

花
を
帽
子
に
し
た
「
蓮
っ
子
地
蔵
」
、「
お
か
げ
さ
ま
」
・

「
一
期
一
会
」・「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」・「
和
顔
愛
語
」

の
詞
碑
が
添
え
ら
れ
た
瞑
目
合
掌
像
で
あ
っ
た
。
本
堂

（図１１） 
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前
か
ら
庫
裏
に
す
す
む
と
、
な
ん
と
「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
」

が
出
迎
え
て
く
れ
る
と
い
う
趣
向
に
な
っ
て
い
る
。
よ

し
あ
し
は
と
も
か
く
、
お
寺
さ
ん
も
開
か
れ
た
も
の
だ

と
い
う
思
い
が
す
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
、
日
常
身
の
回

り
の
品
々
の
多
く
が
中
国
製
と
な
っ
て
久
し
い
が
、
最

近
の
石
仏
や
石
造
物
も
日
本
の
伝
統
技
術
に
よ
る
作

品
で
は
な
く
、
中
国
製
だ
と
い
う
。
宝
蔵
寺
の
こ
れ
ら

が
そ
う
で
あ
る
と
確
か
め
て
は
い
な
い
が
、
調
査
に
歩

い
て
あ
ち
こ
ち
で
見
聞
き
す
る
範
囲
か
ら
思
う
と
、
そ

の
作
風
は
中
国
製
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
中
国
製

を
用
い
る
か
と
尋
ね
る
と
、
や
は
り
経
済
的
判
断
で
あ

る
よ
う
で
あ
る
。
今
宿
の
松
尾
神
社
の
鳥
居
・
鶴
嶺
八

幡
社
参
道
の
新
し
い
石
灯
籠
の
数
々
や
、
円
蔵
の
神
明

大
神
の
懐
島
景
能
像
や
石
灯
籠
も
中
国
製
と
聞
い
て

い
る
。
こ
う
な
る
と
、
現
在
が
過
去
と
な
る
将
来
の

人
々
の
石
仏
調
査
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
、
余
計

な
新
馬
医
を
す
る
な
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、

甚
だ
気
に
な
る
。 

 

あ
る
関
係
者
に
よ
る
と
、
い
ま
は
パ
ソ
コ
ン
技
術
の

発
達
に
よ
り
、
設
計
図
を
送
れ
ば
輸
送
費
な
ど
諸
経
費

を
い
れ
て
も
安
く
で
き
る
と
い
う
。
碑
の
撰
文
の
書
も

い
ま
は
パ
ソ
コ
ン
文
字
に
よ
る
と
い
い
、
知
名
の
書
家

や
地
域
の
代
表
者
に
よ
る
筆
跡
が
見
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
実
は
日
本
の
石
屋

さ
ん
の
技
が
ど
う
こ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ら
し

い
。
少
な
い
予
算
で
多
く
の
も
の
が
出
来
れ
ば
い
い
こ

と
に
は
違
い
な
い
が
、
で
き
る
範
囲
内
で
伝
統
の
信
仰

に
対
応
で
き
な
い
も
の
か
。
日
本
の
こ
こ
ろ
が
失
わ
れ

て
い
く
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
少
し
大
げ
さ
か

も
し
れ
な
い
が
、
な
ん
と
な
く
寂
し
い
思
い
が
す
る
。 

 

石
仏
調
査
で
は
、
こ
の
石
は
ど
こ
の
産
か
、
石
工
は

誰
か
な
ど
、
そ
の
土
地
の
環
境
や
信
仰
の
時
代
背
景
な

ど
を
知
り
、
考
え
た
り
す
る
。
そ
れ
が
調
査
の
楽
し
み

の
一
つ
で
も
あ
る
が
、
時
の
流
れ
に
は
勝
て
な
い
年
寄

り
の
た
わ
ご
と
か
も
し
れ
な
い
。 

 -------------------------------------------------------------- 

〈
編
集
後
記
〉 

 
「
ち
が
さ
き
の
石
仏
」
第
８
号
を
、
よ
う
や
く
発
刊

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
石
仏
調
査
は
、
茅
ヶ
崎
の

民
俗
に
つ
い
て
調
査
し
、
記
録
・
保
存
し
て
い
く
上
で
、

重
要
な
仕
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
石
造
物
の
一

つ
一
つ
が
、
そ
の
地
域
で
暮
ら
す
人
々
や
信
仰
な
ど
を

知
る
た
め
の
小
さ
な
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。 

 

現
在
、
茅
ヶ
崎
に
お
け
る
地
域
社
会
は
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
変
化
し
、
解
体
さ
れ
、
生
活
様
式
や
価
値

と
い
っ
た
人
の
内
面
も
、
過
去
の
も
の
と
は
異
な
っ
た

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、

加
速
度
的
に
速
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ

し
て
段
々
と
確
か
な
も
の
が
少
な
い
世
の
中
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
も
感
じ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
物
事

が
変
化
し
て
い
く
こ
と
は
必
然
的
な
こ
と
で
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
必
然
的
な
変
化
の
中
、
石
仏
や
石
碑
な

ど
の
石
造
物
は
、
素
材
の
関
係
上
一
部
風
化
が
激
し
い

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
も
の
が
屋
外
で
風
雨
に

さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
姿
を
現
在
に
と
ど
め
て
い

ま
す
。
そ
の
変
化
は
、
我
々
が
過
ご
し
て
い
る
時
間
に

比
べ
る
と
、
と
て
も
緩
や
か
な
も
の
で
す
。 

石
仏
調
査
は
、
決
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
あ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
社
の
境
内
や

路
傍
に
あ
る
石
仏
の
前
に
立
ち
、
込
め
ら
れ
た
当
時
の

所
在
地
域
の
人
々
の
想
い
や
意
思
、
信
仰
と
い
っ
た
ミ

ク
ロ
な
「
む
か
し
」
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
確
実
な
も
の
が
多
い
現
在
の
世
の
中
で
、
過
去
の
空

間
性
と
「
こ
こ
ろ
」
を
今
に
伝
え
る
小
さ
い
け
れ
ど
も

確
か
な
も
の
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
文
化
資
料
館 

須
藤 

格
） 

 

〈
お
知
ら
せ
〉 

茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
で
は
毎
月
第
３
金
曜
日
に

市
内
の
石
仏
調
査
を
行
い
、
第
４
金
曜
日
に
石
仏
に
関

す
る
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 
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